


































































片であり、連続ア チ文のうちの一アーチ あるいはアーチをつなぐ柱装飾が、部分的にそれぞれ残されているのみである（図３、 ４） 。一方、準備発掘に抽出された石材において、やはり石灰岩製の透かし彫り装飾板の断片が相当数出土してい 。　
二〇一四年は出土した石材自体が少なく、抽出された遺














































構成していた透かし彫 装飾 は、太い枠にかこまれており、その枠の内側に様式化されたパルメット模様が彫られていた。様式化され、しばしば簡略な線刻によって表されたパルメット 葉 模様は、出土 た多く 断片に認めることが出来る　
透かし彫り装飾は五～六世紀のコンスタンティノポリス










































よって、六世紀のリキアの地方工房で制作された装飾石板であり、カンケッリのよ な典礼設備を構成 たと考えられる。使わ る石灰岩はもろく、さらに透かし彫りであることから通常以上に壊れやすかったはずであり比較的早くに劣化し放棄されたと推測される。






















































特に近いものとして、たとえば、前述のキュタヒヤの断片の装飾では、中央が大きなロゼッタ文で、周辺の四 の円の中は二つ細紐からなる組み紐模様の 「ソロモン 結び目」で飾られている。あるいは、ミュラ 聖ニコラウス教会の石板の装飾 、中央の円 ひし形、周辺の四つ 小円、
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史苑（第七五巻第二号）


































os. 210, 211, 240, 295, 313, 336.
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os. TB005, TB006, TB016, TB018, TB021, TB024,


























os. TB001, TB003, TB007, TB008, TB010, TB011, 
TB012, TB013, TB 014, TB 015, TB 017, TB 019, TB 020, 





o. 017 （厚さ九㎝） 、
no. 200 （厚さ七・五㎝） 、
no. 201 （厚
さ八㎝） 、
no. 235 （厚さ九㎝） 、
no. 257 （厚さ八㎝） 、
no. 
270 （厚さ七㎝） 、
no. 311 （厚さ八㎝） 、
no. 323 （厚さ四・
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五㎝） 、
no. 342 （厚さ九㎝） 、
no. 343 （厚さ七・五㎝） 、
no. 
354 （厚さ七・五㎝） 、




no. 388 （厚さ七・五㎝） 、
no. 393 （厚さ七㎝） 、




os. no. 200, 235, 270, 342, 343, 354, 360, 367, 377, 388, 
394, TTB008, TB010, TB013, TB 014, TB 015, TB 017, 
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  図 1 石材 no. 210 図 2 石材 no. 211 
図 3 石材 no. TB005 
図 4 石材 no. TB021 
図 5 石材 no. TB045 







図 6 石材 no. 311（表・裏） 
図 7 石材 no. 342（表・裏）
図 8 石材 no. 354（表・裏） 
 








図 10 石材 no. TB007 
 
図 11 石材 no. TB010（表・裏） 
図 12 石材 no. TB026（表・裏） 
図 13 石材 no. 407 
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Excavation Report, Basilica of Tlos 2013-2014: Sculptures
NARASAWA,Yumi
　　We listed, photographed and measured 234 stone elements (Nos. 
170-404) during the summer excavation season of 2013, and 39 during 
the season of 2014. We also listed 47 elements from preparatory excava-
tions in 2010-2012 (Nos. TB001-047).
　　Most of the elements listed in 2014 are marble pavements founds 
in the sanctuary, just above the floor level. They have different thick-
nesses and forms, due to reusing of marble materials of various sorts. 
　　20 fragments of openwork plate were found from the preparatory 
excavations in 2010-2012 and 17 fragments during the summer of 2013. 
Made in local limestone, they present geometrical and vegetal decora-
tions with some reliefs showing palmettes which are schematically 
represented. I identify these openwork plates as local productions of the 
6th century. They must have been from the furniture which clothed the 
sanctuary.
　　In 2014, we found a marble relief plate decorated with an interlac-
ing design and rosette motifs (No. 407). This was a type of design wide-
spread in Greece and Anatolia in the Middle Byzantine period. 
